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要旨：

今回は1996年度入学生を新たに加え、1993年度から1996年度までの４年間の筑波技術短期大学入学生の

ＵＰＩ得点を，正常対照群である同年度筑波大学入学生と比較検討した。その結果，1993年度から1995年

度までの３年間の，聴覚障害学生群のUPI得点は，正常対照群に比べて有意に低かったが、1996年度につ

いては有意差はなかった。聴覚障害学生群の平均値は、正常対照群よりも高かったが、中央値で比べると、

これまでと同様、聴覚障害学生群は、正常対照群よりも低い傾向にあったが，統計学的に有意差はなかっ

た。調査年度毎の、ばらつきについても今後検討することが重要と考えられた。1993年度入学生のうち、

視覚障害学生について経年変化を調べたところ、有意差はなかった。

Abstract：

WetriedtoinvestigatecharacteristicsonmentalhealthbymeansofUPIscoresofnewstudentsadmittedto

TsukubaCollegeofTechnologyfroml993tol996andanormalcontrolgrCup(studentsfromtheUniversityof

Tsukuba).TheaveragevalueoftheUPIscoresfOrthehearingimpairedgroupfroml993tol995wassignificantly

lowerthanthatfOrthecontrolgroupeveryyearJnl996theaveragevalueoftheUPIscoresfOrthehearingimpaired

groupwashigherthanthatfOrthecontrolgroup,buttherewasnosignificantdiffere､cebetweenthemThemedian

oftheUPIscoresfOrthehearingimpairedgroupwaslowerthanthatfOrthecontrolgroupThosemediansofthem

showednosignificantdifferencesWethoughtitwasimportanttoconsiderthevarietiesofeveryyearwithineach

groupWecomparedtheaverageUPIscoresofthevisuallyimpairedgroupadmittedinl993untiltheirgraduation

everyyear,Nosignificantdifferencewasobservedamongthem．
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１．はじめに

筑波技術短期大学は、視覚障害者および聴覚障害者の

高等教育機関としてわが国で初めて設立された国立の３

年制大学である。われわれは、1989年度の全入学生を皮

切りに、毎年春、大学生健康調査（UNIVERSITY

PERSONALITYINVENTORY､通称UPI１１）を、各学生の

同意を得た上で実施し、その結果をもとにして視・聴覚

障害学生のメンタルヘルスの諸特徴を系統的に研究して

きた2-71。これまでの調査では、筑波技術短期大学入学

生のUPI得点を，正常対照群である同年度筑波大学入学

生と比較検討した結果，視覚障害学生群のUPI得点の平

均値は，正常対照群に比べて有意差はないが，聴覚障害

学生群の方は，有意に低いという結果を得ている。また、

聴覚障害学生群は各年度ともきわめて値が似通ってい
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TsukubaCollegeofTechnologyTechnoReport，１９９９Ｎｏ．６

定、Cochran-Coxの検定,Welchの検定、Mann-Whitneyの

U検定、分散分析を用いた。

た。その結果、集団としてのメンタルヘルス上では、視

覚障害学生群と正常対照群はより近い関係にあるが、聴

覚障害学生群のみはやや異質であるという３つの群の位

置関係がうかがわれた。1996年度までの４年間のＵＰＩ

得点について、視覚障害学生群と聴覚障害学生群の比較

を行うとともに、UPI得点の経年変化について検討した。

また、これまでの正常対照群（筑波大学学生）のほか、

他大学のＵＰＩ得点とも比較・検討し、この４年間の結

果について総合的に検討し、考察を加えてみたい。

３．結果

３．１視・聴覚障害学生群と正常対照群との比較

表２は、視覚障害学生と聴覚障害学生とを合わせた群

と正常対照群との比較を示したものである。1996年度は

視・聴覚障害学生群のUPI得点は15.8、正常対照群は

132であり、統計学的有意差はなかった。

３．２３つの群の比較

表３に、視覚障害学生群、聴覚障害学生群、正常対照

群のUPI得点の比較を示す。1996年度については、視覚

障害学生群のＵＰＩ得点は平均180,聴覚障害学生群では

146,正常対照群では132であった。1993年から1995年度

までの過去３年間のいずれの年度においても視覚障害学

生群は正常対照群とは有意差がないが、聴覚障害学生群

は正常対照群に比べＵＰＩ得点が低い傾向にあり、正常

対照群との間には統計学的有意差が認められていた。

1996年度入学生については、視覚障害学生群、聴覚障害

学生群は、いずれも正常対照群とは統計学的有意差は認

められなかった。

３．３視覚障害学生、聴覚障害学生別UPI得点

次に、視覚障害学生群、聴覚障害学生群のＵＰＩ得点

２．対象と方法

今回は、1993年度から1995年度の入学生に加え、１９９６

年度の入学生も対象とした。これらの対象は、ＵＰＩが

施行できて、入学時の年齢が18才と１９才の視覚障害学

生及び聴覚障害学生である。1996年度は、対象となる視

覚障害学生は26人で、うち男は17人、女は９人であり、

一方聴覚障害学生は47人で、うち男は31人、女は１６人

であった（表1)。また、年齢別にみると、視覚障害学

生群では18才の学生が22人、19才の学生が４人、聴覚

障害学生群では18才の学生が38人、１９才の学生が９人

であった（表１）。正常対照群としては、筑波大学学生

73人を、入学年度・年齢・性別について、対象となった

本学学生と同じ構成で無作為に選んだ。これら学生のＵ

ＰＩ得点の比較・検討を行った。統計学的処理にはt-検

表１対象の男女別および年齢別内訳
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表２視・聴覚障害学生群のＵＰＩ得点（平均値±標準偏差）
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１５．３±9.8

18.5±１１．６

１７．９±１０．６

１３．２±8.7

1993年度入学生

1994年度入学生

1995年度入学生

1996年度入学生

１２．２±７．１

１３．３±8.4

１４．７±9.5

15.8±１２．３

3４



表３視覚障害学生群、聴覚障害学生群、正常対照群のＵＰＩ得点（平均値±標準偏差）

視覚障害学生群正常対照群聴覚障害学生群正常対照群正常対照群
との有意差との有意差一閃

Ⅲ
Ⅲ

川ＭＭＭ
１５．３±９．８

１８．５±１１．６

１７．９±１０６

１３．２±８．７

１１．８±7.3

１１．６±７．４

１２１±８３

１４．６±１２．３

1993年度入学生

1994年度入学生

1995年度入学生

1996年度入学生
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１２．８±７．０

１６．６±９．６

１９．１±１０．０

１８．０±１２．２

昂点（平均値±標準偏差）

害学生群有意差

表４視覚障害学生群、聴覚障害学生群のＵＰＩ得点

見頁暉二 徳筧に

1993年度入学生

1994年度入学生

1995年度入学生

1996年度入学生

１２．８±７．０

１６．６±９．６

１９．１±１０．０

１８．０±1２．２

１１．８±７．３

１１．６±７．４

１２．１±８．３

１４．６±1２．３
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Ｐ＜０．０５

P＜０．０１
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表51993年度入学生視覚障害学生群のＵＰＩ得点経年変化

（平均値±標準偏差）

UPI得点澄占

1年生(入学時）１２８±7.0

２年生12.7±8.1

３年生１４０±１０９

表６ＵＰＩ得点の他施設との比較（平均値±標準偏差）

見覚障害学生群聴覚障害学生群正常対照群
筑波大学１３．４４±９．６９

１３．８９±９．８９

１２５１±９．５７

１３．５３±９．８４

１２．０７±９．１２

１２．５６±９．４３

１２．６９±9．４２

1980年度入学生

1981年度入学生

1982年度入学生

1983年度入学生

1984年度入学生

1985年度入学生

1986年度入学生

工学院大学

大阪体育大学

８．７

１０．３±８．１

1991年度入学生

1992年度入学生

1993年度入学生

1994年度入学生

1995年度入学生

1996年度入学生

１２４±９．３

１５．８±１１．１

１４９±１０．３

１０．８±８．２

９．２±７．８

８．９±７．９

１０．４±7.7

12.8±１１．５

１０．３±６．６

１４．２±８．９

１６．１±9.7

15.3±１１．７

Liescaleは計算から除外した。

を比較した。視覚障害学生群と、聴覚障害学生群とでは

各年度とも視覚障害学生群よりも聴覚障害学生群の方が

UPI得点が、低い傾向にあったが、1996年度は、有意差

はなかった(表４)。

３．４経年変化

今回新たに、1993年度入学生のうち、視覚障害学生群

について、UPI得点の経年変化について調べた（表５)。

1993年度入学時、すなわち１年生の時の得点は、12.8,2

年生の時の得点は、127,3年生の時の得点は、140であ

り、各年度間の有意差はなかった(Ｐ〈005)。

３．５正常対照群の比較

正常対照群のUPI得点を、文献上の得点と比較した結

果が、表６である。ここでの得点は、いずれもLIEscale

を除外して計算したものである。年度の違いはあるが、

1980年度から1986年度までの筑波大学入学生全体の得
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図１正常対照群(1996年度入学）
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図２視覚障害学生(1996年度入学）
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図３聴覚障害学生（１９９６年度入学）
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点と比べると、1993年度から1995年度の聴覚障害学生

は低い傾向にはある。しかし、他の施設と比べると必ず

しも低いとはいえず、正常対照群をどのようにとるかに

ついて、今後さらなる検討が必要と考えられた。

４．考察

視覚障害学生群と聴覚障害学生群を視・聴覚障害学生

群として一緒にみると、これまでとは違い、1996年度は

ＵＰＩ得点が、正常対照群よりも高かったが、正常対照

群との間に有意差は、認められなかった。また、1996年

度は、正常対照群の平均値が低く、聴覚障害学生群の値

が高かったのが特徴であった。視覚障害学生群及び聴覚

障害学生群は、いずれも正常対照群とは有意差がなかっ

た。特に聴覚障害学生群については、1993年度から１９９５

年度までの３年間のいずれの年度においても、UPI得点

表７視覚障害学生群、聴覚障害学生群、正常対照群のＵＰＩ得点（平均値±標準偏差）

見高－塁禺生増壱 徳覚障害学生群壱 ﾛＰＸ､且只石キ

1994年度入学生

1995年度入学生

1996年度入学生

１６．６±９．６

１９．１±１０．０

１８．０±１２．２

１１．６±7.4

１２．１±８．３

１４．６±１２．３

１８．５±１１．６

１７．９±１０．６

１３．２±8.7

＊２

＊３

*2,＊３

*１

*1..．Ｐ＜０．０１

*2…Ｐ＜0.01

*3..．Ｐ＜0．０１

表８視覚障害学生、聴覚障害学生、正常対照群のＵＰＩ得点（中央値）

息宣l遺書学生群聴覚障害学生群正常対照
０

1994年度入学生

1995年度入学生

1996年度入学生
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は、正常対照群に比べ統計学的有意差をもって低い傾向

が見られたが、1996年度については、聴覚障害学生は、

正常対照群と統計学的には有意差はなかった。これは、

これまでの傾向とは異なっている。聴覚障害学生群と、

視覚障害学生群とを比べると、1996年度においても、聴

覚障害学生群の方が、視覚障害学生群よりも低い傾向に

あったが、統計学的有意差を認めたのは、1994,1995年

度であった。

表７は、視覚障害学生群、聴覚障害学生群、正常対照

群の各群について調査年度間の比較をしたものである。

1996年度の特徴は、統計学的有意差はなかったものの、

初めて聴覚障害学生群が正常対照群の平均得点を上回っ

たことである。特に、1996年度の正常対照群のUPI得点

は、表７に示したように、1994,1995年度と比べて、有

意に得点が低いことであった。聴覚障害学生群について

は、各年度間に有意差はなかった。視覚障害学生群につ

いては、1995年度の得点が、1993年度の得点よりも有意

に高いという結果が得られている。このように、各群に

おいても、年度による傾向の違いも、今後考慮していか

なければならないと考えている。

次にUPI得点の分布と中央値について考えてみたい。

図ｌは、正常対照群のUPI得点のヒストグラムである。

40点に１人と、平均からかなり離れたところに値があ

る。図２は、視覚障害学生群のUPI得点のヒストグラム

である。４２点に１人、４６点に１人と、平均からかなり

離れたところに値がある。図３は、聴覚障害学生群の

UPI得点のヒストグラムである。４９点に１人、５７点に１

人と、平均からかなり離れたところに値がある。これま

で、平均値を用いて検討してきたが、これらの図に示し

たようにデータのばらつき具合からみて、中央値による

検討も必要ではないかと考え、各年度各群の中央値を求

めた（表８）。その結果、1996年度については、興味深

い結果が得られた。中央値同士の統計学的有意差はなか

ったものの、中央値そのものについては、聴覚障害学生

群の方が、正常対照群よりも低いという、平均値の比較

でみたこれまでと同様の傾向がみられた。今後は、単に

平均値のみではなく、中央値による検討も必要かと考え

られた。

今年度については、聴覚障害学生群と視覚障害学生群

との間には統計学的有意差はなかったが、これまでの傾

向を重視するならば、視覚障害学生群と聴覚障害学生群

とを、視・聴覚障害学生群として一括して扱うのは、メ

ンタルヘルスの上からは不適当であり、視覚障害学生、

聴覚障害学生を別々に検討してゆくことが大切と思われ

た。

正常対照群としては、筑波大学学生73人を、入学年

度・年齢・性別について、対象となった本学学生と同じ

構成で無作為に選んだが、文献上、年度は異なるが他施

設の平均値にはばらつきもあい-101、今後正常対照群を

どのように選ぶかということも、重要な検討課題と考え

られた。

1993年度入学の視覚障害学生については、経年変化を

検討したところ、１年生時、２年生時、３年生時の各学

年間に、有意差はなかった。このことは、視覚障害学生

群については、学年が上がっても得点が変わらない傾向

があると言える。今後、1994年度以降の入学生や聴覚障

害学生群についても、同様の調査をしてみたいと考えて

いる。

５．まとめ

（１）1993年度から1996年度までの４年間の筑波技術短

期大学入学生のＵＰＩ得点を，正常対照群である同

年度筑波大学入学生と比較検討した。

（２）その結果，

①1993年度から1995年度までの３年間の，聴覚障害学

生群のUPI得点は，正常対照群に比べて有意に低かっ

たが、1996年度については有意差はなかった。聴覚障

害学生群の平均値は、正常対照群よりも高かったが、

中央値で比べると、これまでと同様、聴覚障害学生群

は、正常対照群よりも低かった。ただし、中央値の比

較でも有意差はなかった。

②調査年度毎の、ばらつきについても今後検討すること

が重要と考えられた。

③1993年度入学生のうち、視覚障害学生について経年

変化を調べたところ、有意差はなかった。
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